
地域文化財総合活用推進事業　実施計画

【計画の改善時期】
　　平成 30 年度

 1 都道府県・市区町村名 村上市  2 補助事業の種類 地域文化遺産活性化

 3 実施計画の名称
村上市の文化遺産を活かした地域活性化
事業実施計画

 4 実施計画期間 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

 5 実施計画の概要

 6 実施体制

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 8 補助事業の概要 （1）補助金額 ～平成30年度交付決定額： 16,704 千円 平成31年度申請額： 4,479 千円

　
　
　　第一次村上市総合計画(計画期間：平成21年度～平成28年度)をもとに新たに策定された
　第二次村上市総合計画（計画期間：平成29年度～平成33年度）のほか、第二次村上市教育
　基本計画（計画期間：平成29年度～平成33年度）、村上市歴史的風致維持向上計画（計画
　期間：平成28年度～平成37年度）を踏まえ、村上市に伝えられてきた多様な文化遺産を活
　用して地域活性化を図るため、関係諸事業を実施する。
　　※第二次村上市総合計画、第二次村上市教育基本計画、村上市歴史的風致維持向上計画
　　　（抜粋・概要）は別添のとおり
　
　　実施計画の期間は第二次村上市総合計画と同様の平成29年度から平成33年度までとし、
　この間に村上市歴史的風致維持向上計画で定められた「村上市の維持向上すべき歴史的風
　致」である村上まつり（「村上城下の祭礼にみる歴史的風致」）、岩船まつり（「石船神
　社の祭礼等にみる歴史的風致」)、瀬波まつり(「西奈弥神社の祭礼等にみる歴史的風致」)、
　金屋獅子踊り（「荒川河口の港町・市町の祭礼にみる歴史的風致」）、大須戸能（「出羽
　街道沿線の伝統行事にみる歴史的風致」）などの伝統行事、文化遺産を活用した取り組み
　を進め、村上市の歴史的風致の維持向上とともに伝統文化の後継者育成等を通じて地域活
　性化を図る。

　
　
　　事業にあたっては、村上市が全体計画の企画・調整・事業実施の指導等を行なうととも
　に、毎年度の事業実績を村上市が点検・評価し、事業計画を適宜見直しながら事業全体の
　効果的な実施を図る。
　（担当部局：村上市教育委員会生涯学習課文化行政推進室）
　
　　また、補助事業については下記の団体が実施する。補助事業の関係書類等は村上市地域
　文化遺産活用事業実行委員会事務局が管理し、実施計画期間終了後は村上市が継承する。

　　　村上市地域文化遺産活用事業実行委員会（委員長：加藤悦郎）
　　　構成団体：村上まつり保存会[構成団体：関係19町内]、岩船まつり保存会［構成団体
　　　　　　　　：岩船岸見寺町区、岩船地蔵町区、岩船上大町区、岩船上町区、岩船上浜
　　　　　　　　町区、岩船中新町区、岩船縦新町区、岩船新田町区、岩船下大町区、岩船
　　　　　　　　下浜町区、岩船横新町区］、瀬波中町区、瀬波浜町区、大須戸能保存会、
　　　　　　　　金屋獅子踊り保存会、牛屋獅子舞保存会、村上商工会議所、表千家流宗雪
　　　　　　　　会こども茶道、表千家流珠月会、子どもお花草月・お茶裏千家教室、村上
　　　　　　　　市教育委員会、その他必要と認められる関係諸団体等

　　各年度の事業終了後は、村上市および村上市地域文化遺産活用事業実行委員会で構成さ
　れる事業評価委員会において事業実績を検証する。評価結果は第二次村上市総合計画、第
　二次村上市教育基本計画、村上市歴史的風致維持向上計画等の進捗状況とあわせて検証し、
　改善点を村上市の文化遺産を活かした地域活性化事業実施計画の事業内容に反映させる。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

様式１－１



事業概要：
事業②、③は計画期間終了後も継続し、村上市自主財源および村上まつり保存会・村上地域
まちづくり協議会の予算により実施予定。

事業概要：

　

　　地域文化遺産に対する市民の関心が高まり、伝統芸能保存団体・文化財保存団体・文化
　芸術団体等と地域が一体となって伝統文化の保存活動に取り組む体制が構築されることが
　期待される。また、各団体においても伝統文化保存に対する意識が高まることで、中・長
　期的な視野に立った各団体独自の保存活動がさらに活発化する効果も想定される。
　　市内各地域においては、関係団体・地域・学校等の連携・協力体制が構築され、各種普
　及啓発活動や教育活動等を通じて若い世代の村上市の歴史や文化に対する意識が高まり、
　伝統文化を次世代へ継承する後継者が育成されることが期待される。また、各地域のまち
　づくり組織とも連携することにより、市内各団体間の情報共有体制、人材育成体制等の充
　実が図られ、多様な活動を通じて市民と行政が一体となった伝統文化の保存及び活用体制
　が構築されることが期待される。さらに、これらが各地域が抱える少子高齢化による諸問
　題の解消や市民協働のまちづくりの発展につながる効果も想定される。
　　あわせて、村上市歴史的風致維持向上計画で歴史的風致が示された各地域においては、
　歴史的風致を構成する伝統行事や伝統技術についての修理・記録保存事業や後継者育成事
　業が進むことにより、地域の歴史的資産である文化財等を再確認する学習会、歴史的建造
　物や町並みを活用した地域活性化の活動もより活発となることが期待される。これらの情
　報が広く発信されることで、観光施策との連携による村上市への観光客増加への波及効果
　とともに、村上市景観計画による景観資源を活かした施策等との連携によって、さらなる
　相乗効果が生まれるものと期待される。

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
　　や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

　平成27年度から「歴史的風致維持向上計画」の作成に着手し、平成28年10月３日に「村上
　市歴史的風致維持向上計画」が国の認定を受けている。「文化財保存活用地域計画」につ
　いては平成31年度以降の作成・認定に向けて準備を進めている。

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

　村上市教育委員会　生涯学習課　文化行政推進室

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

事業概要：

村上市伝統芸能祭（村上市と市内伝統芸能等保存団体による共催）
　※平成31年度村上市事業（「第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・
　　文化祭にいがた大会」関連事業）として、村上市自主財源と国民文化祭新潟県実行委員
　　会からの負担金により実施予定。



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

125% 238%

450 人 495 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

0% 0%

285 人 285 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

％ ％

-14% -14%

60 ％ 60 ％ ％ ％

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

0% 350%

5 人 12 人 人 人

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
岩船まつりに際し、全町の屋台巡行に参加する曳き手
の人数

関連事業: ①

平成 33 年度 440 人

設定根拠１： 平成26年度実績数400人×1.1＝440人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値１： 【現状値】 平成 28 年度 400 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 村上まつりへ参加する市内児童生徒数 関連事業: ②

平成 33 年度 300 人

設定根拠２： 平成28年度の参加者数285人×1.05＝300人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 28 年度 285 人 ⇒ 【目標値】

目標区分３： その他

評価指標区分３： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
市内の小学校が村上市郷土資料館や縄文の里・朝日等
の歴史文化施設を利用した割合

関連事業: ③

平成 33 年度 100 ％

設定根拠３： 平成27年度実績65％を平成33年度に100％とすることを目標値として設定

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 28 年度 65 ％ ⇒ 【目標値】

目標区分４： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分４： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 濱若三味線倶楽部の会員数 関連事業: ④

平成 33 年度 7 人

設定根拠４： 平成29年度の会員数５人の維持・増加を平成33年度の目標値として設定

進捗状況４： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 29 年度 5 人 ⇒ 【目標値】

様式１－１別紙①



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

750% 0%

145 人 130 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

333% 833%

80 人 110 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

#DIV/0! #DIV/0!

82 人 82 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

#DIV/0! #DIV/0!

27 人 27 人 人 人

目標区分５： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分５： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標５：
瀬波まつりに際し、瀬波中町しゃぎり屋台の巡行に参
加する区民その他の人数

関連事業: ⑤

平成 33 年度 132 人

設定根拠５： 平成27年度実績数120人×1.1＝132人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況５： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値５： 【現状値】 平成 28 年度 130 人 ⇒ 【目標値】

目標区分６： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分６： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標６：
瀬波まつりに際し、瀬波浜町しゃぎり屋台の巡行に参
加する区民その他の人数

関連事業: ⑥

平成 33 年度 66 人

設定根拠６： 平成28年度実績数60人×1.1＝66人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況６： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値６： 【現状値】 平成 28 年度 60 人 ⇒ 【目標値】

目標区分７： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分７： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標７： 金屋獅子踊り保存会の会員数 関連事業: ⑦

平成 33 年度 80 人

設定根拠７： 平成28年度の会員数80人の維持を平成33年度の目標値として設定

進捗状況７： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値７： 【現状値】 平成 28 年度 80 人 ⇒ 【目標値】

目標区分８： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分８： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標８： 大須戸能保存会の会員数 関連事業: ⑧

平成 33 年度 27 人

設定根拠８： 平成28年度の会員数27人の維持を平成33年度の目標値として設定

進捗状況８： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値８： 【現状値】 平成 28 年度 27 人 ⇒ 【目標値】



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

0% 60%

50 人 53 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

0% 60%

55 人 58 人 人 人

目標区分９： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分９： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標９：
岩船まつりに際し、岩船下浜町しゃぎり屋台の巡行に
参加する曳き手の人数

関連事業: ⑨

平成 33 年度 55 人

設定根拠９： 平成29年度実績50人×1.1＝55人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況９： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値９： 【現状値】 平成 29 年度 50 人 ⇒ 【目標値】

目標区分10： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分10： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標10：
岩船まつりに際し、岩船上町しゃぎり屋台の巡行に参
加する曳き手の人数

関連事業: ⑩

平成 33 年度 60 人

設定根拠10： 平成29年度実績55人×1.1＝60人を平成33年度の目標値として設定

進捗状況10： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値10： 【現状値】 平成 29 年度 55 人 ⇒ 【目標値】



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

450 人 495 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

285 人 285 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

60 ％ 60 ％ ％ ％

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 岩船まつり映像記録活用事業 実施団体： 岩船まつり保存会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
平成28年度に作成した岩船まつりの記録映像を活用し、地区内外住民を対象とした上映会や映
像記録の貸出を行う。これらを通じて、岩船まつりの保存伝承に対する地区内住民の意識向上
と地区外への普及啓発を図り、あわせて祭礼参加者の増加を図る。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
岩船まつりに際し、全町の屋台巡行に参加する曳き手の人数
（平成26年度実績数400人×1.1＝440人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 400 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 440 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業②： お祭り体験講座 実施団体： 村上まつり保存会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

125% 238%

事業概要：
村上地域まちづくり協議会と村上まつり保存会との協働事業として平成24年度から毎年継続し
ている「お祭り体験講座」を実施し、村上まつりへ参加する市内児童生徒の発掘と育成を図る
とともに、村上市の伝統文化の伝承状況を多くの市民へ普及啓発する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
村上まつりへ参加する市内児童生徒数
（平成28年度の参加者数285人×1.05＝300人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 285 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 300 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業③： 村上歴史講座 実施団体： 村上市地域文化遺産活用事業実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

0% 0%

事業概要：
市民や市内学校からの要望に応じて「村上歴史講座」を各所で実施するとともに、村上市郷土
資料館での常設展や郷土資料館が主催する市民向けの歴史講座等とも連携して、多くの市民・
児童生徒に身近な歴史に触れる機会を提供し、郷土の歴史文化に対する理解と関心を高める。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
市内の小学校が村上市郷土資料館や縄文の里・朝日等の歴史文化施設を利用した割合
（平成27年度実績65％を平成33年度に100％とすることを目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 65 ％ ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 100 ％

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

％ ％

-14% -14%

様式１－１別紙②



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

5 人 12 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

145 人 130 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

80 人 110 人 人 人

事業④： 岩船下浜町区祭囃子後継者育成事業 実施団体： 岩船下浜町区

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
平成29年度の祭礼で約50年ぶりに三味線の演奏が復活した下浜町しゃぎり屋台の囃子につい
て、将来に向けて三味線奏者を確保するため定期的に講習会を開催し、さらなる技量向上と後
継者養成を図る。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
濱若三味線倶楽部の会員数
（平成29年度の会員数５人の維持・増加を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 5 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 7 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業⑤： 瀬波中町しゃぎり屋台修理事業 実施団体： 瀬波中町区

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

0% 350%

事業概要：
瀬波中町しゃぎり屋台および用具等の破損部分を修理する。修理箇所は①恵比寿像足部、②屋
台一階欄間５面、③屋台二階見送りで、修理にあわせて伝統技術を紹介する研修会等を開催
し、伝統文化に対する区民意識の高揚を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
瀬波まつりに際し、瀬波中町しゃぎり屋台の巡行に参加する区民その他の人数
（平成27年度実績数120人×1.1＝132人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 130 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 132 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業⑥： 瀬波浜町しゃぎり屋台修理事業 実施団体： 瀬波浜町区

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

750% 0%

事業概要：
瀬波浜町しゃぎり屋台を部分修理する。修理箇所は屋台一階各部（手木・蹴込板・地覆・高欄
回り・柱ほか）で、修理にあわせて修理現場で用いられた伝統技術や屋台の歴史を紹介する研
修会を開催し、伝統文化に対する区民意識の高揚を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
瀬波まつりに際し、瀬波浜町しゃぎり屋台の巡行に参加する区民その他の人数
（平成28年度実績数60人×1.1＝66人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 60 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 66 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

人 人

333% 833%



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

82 人 82 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

27 人 27 人 人 人

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

50 人 53 人 人 人

事業⑦： 金屋獅子踊り衣装整備事業 実施団体： 金屋獅子踊り保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：
平成29年度に本事業で整備した金屋獅子踊りの踊り子衣装「たっつけ」を活用して地域内の学
校等で踊りの発表を行なうとともに、活動状況をＳＮＳ・フェイスブックページで公開し、保
存会員・集落住民の伝統文化継承に向けた意識の向上、金屋獅子踊り伝承体制の充実を図る。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
金屋獅子踊り保存会の会員数
（平成28年度の会員数80人の維持を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 80 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 80 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業⑧： 大須戸能舞台幕修理事業 実施団体： 大須戸能保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

#DIV/0! #DIV/0!

事業概要：

平成30年度に本事業で整備した舞台幕を定期能や薪能等の伝承公開事業で活用するとともに、
令和元年７月に予定されているドイツ連邦共和国バウエルバッハ村での海外公演でも活用し、
これらを通じて保存会員の意識や技量の向上、後継者育成体制の充実、大須戸能の普及啓発を
図る。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
大須戸能保存会の会員数
（平成28年度の会員数27人の維持を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 27 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 27 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業⑨： 岩船下浜町しゃぎり屋台修理事業 実施団体： 岩船下浜町区

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

#DIV/0! #DIV/0!

事業概要：
平成30年度に本事業で実施した岩船下浜町しゃぎり屋台の「見送り」と一階前庇下受け板の修
理の成果を区民に対する研修会等で引き続き周知し、平成28年度から継続実施している祭囃子
後継者育成事業とあわせて伝統文化の継承に対する区民意識の高揚を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
岩船まつりに際し、岩船下浜町しゃぎり屋台の巡行に参加する曳き手の人数
（平成29年度実績50人×1.1＝55人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 50 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 55 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

人 人

0% 60%



平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

人 人

0% 60%

55 人 58 人 人 人

事業⑩： 岩船上町しゃぎり屋台用具整備事業 実施団体： 岩船上町区

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 31 年度

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

事業概要：
平成30年度に本事業で実施した岩船上町しゃぎり屋台の大太鼓(長胴太鼓)新調の成果を岩船上
町区民に対する研修会等を通じて引き続き周知するとともに、町内での囃子練習会や10月の祭
礼で使用することで伝統文化の継承に対する区民意識の高揚を図る。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
岩船まつりに際し、岩船上町しゃぎり屋台の巡行に参加する曳き手の人数
（平成29年度実績55人×1.1＝60人を平成33年度の目標値として設定）

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 55 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 60 人


